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　対面対話では、言語化しなくとも ､ いろいろな情報を意識的もしくは無意識的に受信 ･ 発信してい
る ｡こうした表情 ･視線 ･姿勢 ･しぐさなどによるコミュニケーションを ､非言語コミュニケーション
(nonverbalcommunication) という ｡ 近年では ､ 多くの研究が言語的情報以外を使って行われる非言語
コミュニケーションの重要性を明らかにしている ｡
　また、メラビアン（Mehrabian）は、対面対話による意思疎通においては ､ 言語コミュニケーション






















　調査協力者は、本学の 2020 年度教育学部保育専修の 3 年生と 4 年生であり、アンケート調査に同意



































示した。53 人中「経験がある」と答えた学生は、32 人 (60.4％ )、「経験がない」と答えた学生は 21 人
(39.6％ ) であり、「経験がある」と答えた学生の方が多く見られた。また、「経験がある」と答えた学
生について、関わった時のマスクの着用状態について尋ねたところ、32 人中、「自分と子どもの両方が
マスクを着用した状態」が 20 人 (62.5％ )、「自分はマスクを着用しているが、子どもはマスクをしな
い状態」が 19 人 (59.4％ )、「自分はマスクを着用していないが、子どもがマスクを着用した状態」が


























情」と「声」に関する困難さを挙げていた。「表情」に関しては、53 人中 47 人 (88.7％ ) が記述してい
る。顔の大部分が隠れることに着目し、保育者がマスクをした場合は 35 人 (66.0％ ) が「保育者の表
情が伝わらない」と記載し、「子ども達に自分の表情がどう伝わっているのか」という疑問と懸念を抱
いていた。子どもがマスクを着用した場合は 33 人 (62.3％ ) が「子どもの表情が分からない」という
内容を記載しており、「子ども達の表情をどう読み取るのか」という不安を抱いていることが窺えた。
　「声」に関しては、53 人中 39 人 (73.6％ ) が注目をしている。「声がこもる」「声が通らない」「口の
動きが見えず聞き取りにくい」という困難さを挙げている。保育者がマスクをしている時 (33 人、62.3
％ ) は、「声が通らない」「子どもに伝わりにくい」という課題を、子どもがマスクをしている時 (26 人、
49.1％ ) は、「子どもが話している内容が分からない」「小さい声で話す子に対し、何度も聞き返してし
まう」という課題を認識していた。
























































内容　(回答数 ) 記述の具体例　(学生の回答のうち、特徴的なものを抽出した )
声・話し方
(37 人 )
・声が聞き取りやすいように明瞭に話す。
・ハキハキと大きな声で話したり、話す速さに注意したりして相手に伝わるようにする。
・声に抑揚をつけて感情を伝える。
・声のトーンを柔らかくしたり、時と場合に応じて変化させる。
・言葉のやりとりを大事にする。
目による表現
(19 人 )
・目や眉で感情がわかるようにする。
・普段は目元をにこやかに、何か注意するときは少し厳しい表情 (目 )にする。
・笑顔が伝わるように口だけではなく目を意識して笑う。
・目と目を合わせて話す。
身振り
(18 人 )
・身振り、手振りで子どもにわかりやすいように感情を伝える。
・身体全体を使った感情の表現を増やす。
・リアクションを分かりやすくする。
・話を聞いているという態度を、より子ども達に伝わるようにする。
子どもの様子をよ
く見る・話を聞く
(15 人 )
・子どもの声により耳を傾ける。
・子どもの声や言葉など少ない情報の中から気持ちに気づけるように心掛ける。
・よく様子を見て、ささいな変化に気づけるようにする。
・子どもの行動をよく見る。
・元気のなさや声のトーン、呼吸などから体調の変化に注意する。
・しぐさや言葉を頼りに子どもの心のうちにあることを大切にする。
その他
・視覚的に分かりやすい保育教材を使用する。
・明るく振る舞い、子どもに不安な様子を見せないようにする。
　次に、「目による表現」は、マスクで覆われていない目や眉の動きに着目した記述である。視線や目
による感情表現を意識することで、にこやかな雰囲気や真剣な雰囲気を伝えようとしていることが分か
る。お互いに目と目を合わせることや、あたたかいまなざしを送ることにも注目されており、保育者と
子どもの人間関係への影響があると捉えていた「子どもの警戒心」を解き、安心感を与えようとしてい
ると考えられる。
　そして、「身振り」は、顔や声での表現では伝えきれないことを、より伝わりやすくしようと考えた
方法であるといえる。自分の感情を表出するための大きなリアクションに加え、子ども達が「聞いても
らえている」「見てもらえている」と感じるような態度があげられていたことから、子どもとの双方向
のやりとりを重視する姿勢も窺えた。
　最後に、「子どもの様子をよく見る・話を聞く」に関しては、普段よりも子どもをよく見て、言葉を
聞いて、子どもの感情と体調を理解しようと努める姿勢が記述されていた。情報が限られることで、よ
り些細な変化を捉えようとする気持ちや目に見える子どもの言動の背景にあることを捉えようとする意
識が高まっているのかもしれない。子ども理解を深め、子どもとの関係性を深めようとする姿勢が読み
取れた。
　その他にも、視覚的に捉えられる教材で意思疎通を図ったり、保育者の普段と変わらない態度によっ
て不安を和らげたりすることなどがあげられていた。
　これらのことから、学生はマスク着用時における子どもとの人間関係の形成において、表情の大切さ
を再認識し、保育者の豊かな感情の表出と子どもの言動の理解が欠かせないという認識を持っているこ
とが窺えた。自ら発する「声・言葉」と「目の動き」、「身振り」による幅広い表現とともに、「子ども
をよく見る・声をよく聞く」あたたかな姿勢によって子ども達に安心感を与え、子どもが他者とのコミ
ュニケーションを楽しむことが出来る環境づくりをしようと考えていることが推察された。
― 104 ―
Ⅳ．まとめ
　本稿は、アンケート調査から、学生が保育の場でのマスク着用が人間関係にどう影響すると捉えてお
り、マスク着用時にどう子どもと関わろうとしているのかを検討した。学生へのアンケート調査結果を
踏まえると、保育現場でのマスク着用は、人間関係の形成において、保育者と子どもとの信頼関係の構
築にマイナス影響を及ぼすことが考えているといえる。
　保育者においては、まずはマスク着用による子どもとの信頼関係の構築の困難さをできる限り克服す
るための対応が求められる。学生は、マスク着用時には、自ら発する「声・言葉」と「目の動き」、「身
振り」による幅広い表現とともに、対面対話の際に「子どもをよく見る・声をよく聞く」ことであたた
かな姿勢によって子ども達に安心感を与えようと考えていることが推察された。マスク着用時での子ど
もとの人間関係の形成においては、多くの学生が回答しているように子どもとの直接的コミュニケーシ
ョンにおいて意思疎通が円滑に進むように留意するとともに創意工夫することは確かに必要となるが、
少数意見として「子どもの行動をよく見る」とあるように、園生活のなかでの子どもの行為をすべて表
現として見て、そこにその子どもの思いや考えがあると捉え、子ども理解を深めていくことが一層重要
になるであろう。津守は、「子どもの思いを追って一緒に歩む中に「表現と理解」がある」7）としている。
マスク着用時において保育者は、子どもが興味をもっていることや夢中になっているもの、好きなこと
を認め、それに共感するとともに、子どもが興味をもつ遊びや環境を提供し、保育者も一緒になって楽
しみながら、一体感を得られるように展開することで、子どもとの信頼関係を構築できるように一層努
めることが肝要である。
　なお、マスク着用により意志疎通が難しくなり、子ども同士のいざこざが起こりやすくなるなどの子
ども同士の関係性への影響に関して検討していくことや、さらには、マスク着用により他者の気持ちを
推し量る想像力が養われる点や、親密になることをためらう者にとって、「マスクは安心感をもたらし、
着けることで他者とのコミュニケーションをとりやすくしているなどの面をもつ」8）ことなど、人間関
係の形成へのプラスの影響についても検討していくことは今後の課題である。保育現場でのマスク着用
が及ぼす、人間関係の形成における影響の全体像を明らかにしていくためには、さらに園内での多くの
具体的事例を洗い出していくとともに、多面的多角的に考察していくことが必要となるであろう。また、
コロナウイルス感染症を避けるためには、マスクの着用や手洗いの励行以外にも、三密を回避し、ソー
シャルディスタンスを保つことも求められている。
　人間関係の形成を図る幼児期において、人との距離をとる日常を過ごしたことで、今後の子ども達の
育ちに何らかの影響を及ぼすことが考えられる。したがって、保育者となる学生達は、より「子どもと
どのような人間関係を築くのか、子ども同士の関係を支えるのか」ということを考え、長期的な視点を
もって子どもとかかわっていけるよう養成校においてはその学びの場を設けていく必要がある。
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